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エフェソの信徒への手紙：学びの手引
き
キリストに結ばれることは、教会が共に生きるうえで何を意味しますか。

エフェソの信徒への手紙は、すべてをキリストにおいて一つにし、キリストを通して和解

した民を造る神の目的を示します。恵みによる救いは善い行いへ至り、ユダヤ人と異邦人

の和解は平和の模範となります。後半はこの帰属が、言葉、仕事、礼拝、関係、悪への抵

抗に形を取る様子を示します。キリスト者の成熟は個人的であると同時に共同体的です。

背景の中で手紙を読む

手紙はパウロの名を記し、投獄中の人物として描きます。伝統的な理解はローマでの拘束と結び付けます

が、パウロ自身の執筆、年代、エフェソ以外にも回覧されたかが議論されています。一因は、初期の一部

の資料で宛先の都市名が欠けることです。確定した旅程として覆い隠さず、これらの問いを見えるように

しましょう。コロサイの信徒への手紙との密接な関係と併せ、この手紙固有の神学的・牧会的な論証を読

みます。

聖書の参照箇所: エフェソの信徒への手紙 1章1節 · エフェソの信徒への手紙 3章1～13節 · エフェソの信徒への手紙 6章19～

24節

出典: primary, brown

論の流れをたどる

1～3章は賛美、祈り、恵みによる救い、民族間の敵意の除去へと進みます。4～6章は、そこから生まれる

共同体に成熟と変えられた生き方を求めます。家庭への指示は古代の不平等な構造の中にあります。キリ

ストに倣う行動への招きを、強制や奴隷制の正当化にできません。夫婦の役割には解釈の違いがあります

が、キリストの自己献身と脅しの禁止は、解釈に不可欠です。

聖書の参照箇所: エフェソの信徒への手紙 1章3節 – エフェソの信徒への手紙 2章22節 · エフェソの信徒への手紙 4章1節 – エ

フェソの信徒への手紙 6章24節

出典: primary



キリストにある祝福と希望

エフェソの信徒への手紙 1章1～23節

冒頭の賛美は、神に子として迎えられること、贖い、赦し、霊を、キリストにある神の目的と結び付けま

す。祈りは、信徒が希望と、キリストの復活に示された力を理解するよう願います。選びの理解は伝統間

で異なります。他者についての推測上の確実さより、感謝と確信をもって神に頼る姿勢を生むという、本

文の目的から始めましょう。

考えてみよう

すでに受けた賜物について、信徒になお必要な理解を、この祈りはどう示していますか。



恵みが和解した民を造る

エフェソの信徒への手紙 2章1～22節

死から命への救いは神の賜物で、善い行いへ導きます。続いて、かつて除外されていた異邦人と、分かれ

た民の間にキリストが造る平和が語られます。神殿の比喩は神が共に住まれる場を示します。ユダヤ人と

しての自己理解を見下したり、イスラエルへの約束の歴史を消したりするために用いてはいけません。

考えてみよう

恵みから善い行いへの流れは、排除から帰属への流れとどう結び付きますか。



明らかにされた目的と祈り

エフェソの信徒への手紙 3章1～21節

今明らかにされた神秘とは、異邦人もキリストによって約束に共にあずかることです。パウロの奉仕はこ

の目的に仕え、その祈りはキリストの愛を理解する力を願います。この章は、教会が神の豊かな目的の中

で自らの生を理解するよう招きます。説明責任の及ばない特別な存在だと思わせるものではありません。

考えてみよう

キリストの愛の理解は、地位争いに勝つことより、分裂した共同体を深く力づけるのはなぜでしょう

か。



共にキリストへと成長する

エフェソの信徒への手紙 4章1～32節

一致は同じ賜物をもつことではありません。奉仕は体全体を整え、新しい生活は真実さ、怒り、労働、言

葉を変えます。愛をもって真理を語る指示は、誠実さと他者の益を結び付けます。仕事は自分の快適さだ

けでなく、困窮する人に分け与える機会を生みます。

考えてみよう

不満を吐き出すだけでなく、共同体全体の成長を助ける言葉の習慣は何でしょうか。



不平等な家庭の中での愛

エフェソの信徒への手紙 5章1節 – エフェソの信徒への手紙 6章9節

キリストの愛に倣うことが、礼拝、結婚、子ども、奴隷とされている人への指示を包みます。相互の服従

と、夫婦への異なる指示を現代にどう適用するかは、キリスト者間で議論があります。夫は犠牲を伴って

愛し、主人は脅しをやめなければなりません。結婚も宗教的権威も虐待を許可しません。古代家庭の奴隷

制を扱うことは、それを神の理想と定めることではありません。

考えてみよう

キリストの自己献身は、それぞれの関係で権力の悪用にどう挑みますか。



真理と祈りによって立ち続ける

エフェソの信徒への手紙 6章10～24節

武具の比喩は、真理、義、平和、信仰、救い、神の言葉をまとめます。この戦いは、他の人を敵扱いする

命令ではありません。絶えざる祈りには、他の信徒とパウロの証しが含まれます。結びのティキコの紹介

は、宇宙的な言葉を具体的な人間のつながりに結び付けます。

考えてみよう

挙げられた武具は、日常生活で霊的に抵抗するとはどういうことかを、どう変えますか。

出典

[primary] Ephesians; primary biblical text. Reading references only; no Bible text is reproduced in this resource.

https://ebible.org/eng-web/EPH.htm

[brown] Raymond E. Brown, An Introduction to the New Testament (Doubleday, 1997), chapter 28. Background

and scholarly discussion; not an endorsement of every interpretation in this study.
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